
勧修寺法務寛信の表白文作成活動 : 院政期におけ
る僧侶による表白文の作成

著者 山本 真吾
雑誌名 三重大学日本語学文学
巻 5
ページ 1-7
発行年 1994-05-29
URL http://hdl.handle.net/10076/6476



一
、
は
じ
め
に
ー
問
題
の
所
在
ー

諸
法
会
・
修
法
・
灌
頂
な
ど
に
あ
た
り
、
勧
請
の
本
尊
聖
衆
の
宝
前
に

お
い
て
導
師
又
は
表
白
師
に
よ
っ
て
宣
読
さ
れ
た
表
白
文
は
、
平
安
時
代

の
中
・
後
期
に
は
、
主
と
し
て
儒
者
達
の
手
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
諸
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
（
注
1
)
。

と
こ
ろ
が
、
平
安
時
代
も
終
わ
り
頃
に
な
る
と
、
一
般
の
僧
侶
達
も
、

自
ら
の
手
で
表
白
文
を
作
成
し
始
め
、
以
降
、
鎌
倉
時
代
に
は
、
僧
侶
自

身
の
手
に
な
る
表
白
文
が
多
く
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
、
表

白
文
の
歴
史
は
、
作
者
層
が
変
動
し
、
そ
こ
に
一
般
僧
侶
が
加
わ
る
と
い

う
点
で
、
前
代
と
は
異
な
る
院
政
期
ご
ろ
に
―
つ
の
ふ
し
め
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。

さ
て
、
そ
の
際
に
、
何
故
、
専
ら
文
章
道
の
専
門
家
で
あ
る
儒
者
の
作

成
し
て
い
た
表
白
文
を
こ
の
時
期
に
な
っ
て
僧
侶
も
作
成
し
始
め
る
よ
う

に
な
る
の
か
と
い
う
問
題
が
浮
び
上
が
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
可
能
性

と
し
て
は
、
一
っ
に
、
仏
教
行
事
・
法
会
の
増
加
に
伴
っ
て
表
白
文
の
社

0
キ
ー
ワ
ー
ド
11
勧
修
寺
法
務
寛
信
・
勧
修
寺
流
・
表
白
文

ー

醗

翠

翌

ぉ

は

震

に

よ

生

誓

斎

作

成

ー

勧

修

寺

浩

涵

寛

信

の

表

百

文

作

成

箔

血

山

本

真

五ロ

会
的
需
要
が
高
ま
り
、
結
果
、
当
時
衰
勢
に
あ
っ
た
文
章
道
の
儒
者
だ
け

で
は
そ
の
任
に
当
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
あ
る
い
は
別
に
、
施
主
の
立
場
か
ら
願
意
を
表
明
す
る
願
文
と
は

異
な
り
表
白
文
は
、
僧
侶
が
導
師
の
立
場
か
ら
宣
読
す
る
性
格
の
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
を
自
覚
し
た
僧
侶
達
が
自
ら
作
成
す
べ
き
も
の
と
い
う
認
識

に
至
っ
た
こ
と
の
所
産
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
対
句
の

連
続
に
よ
る
四
六
馴
麗
体
で
綴
ヽ
ら
れ
る
美
文
の
漢
文
学
で
あ
る
点
と
、
内

容
上
仏
教
思
想
を
含
み
、
法
会
と
い
う
場
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
点
の
、

双
方
を
併
せ
持
つ
所
に
、
表
白
文
の
独
自
性
が
あ
り
、
真
俗
の
交
流
と
い

う
文
化
史
的
背
景
も
絡
め
て
、
こ
の
問
題
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
稿
は
、
こ
の
問
題
を
解
明
し
て
ゆ
く
た
め
の
一
階
梯
と
し
て
、
表
白

文
作
成
に
僧
侶
が
参
加
し
始
め
る
時
期
に
注
目
し
、
そ
の
時
期
の
僧
侶
の

文
学
的
資
質
・
環
境
に
迫
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

具
体
的
に
は
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
な
ど
に
多
く
の
表
白
文
を
残
し

て
い
る
勧
修
寺
法
務
寛
信
に
注
目
し
、
彼
の
表
白
文
作
成
活
動
を
追
う
こ

と
と
す
る
。
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寛
信
の
仏
教
史
上
の
活
躍
・
業
績
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
（
注
2
)

に
詳
し
く
、
そ
の
点
で
新
た
に
付
け
加
え
る
事
跡
は
特
に
見
出
し
て
い
な

い
。
今
、
博
燈
廣
録
下
•
本
朝
高
僧
伝
十
ニ
・
血
脈
類
漿
記
五
の
伝
記
や

中
右
記
・
永
昌
記
・
長
秋
記
・
台
記
な
ど
の
公
卿
日
記
に
拠
っ
て
、
僧
侶

と
し
て
の
彼
の
生
涯
を
概
観
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

寛
信

(
1
0
八
四
ー
一
―
五
三
）
は
、
勧
修
寺
流
祖
。
世
に
勧
修
寺
法

務
と
も
称
す
。
勧
修
寺
贈
太
政
大
臣
高
藤
の
八
世
、
参
議
右
大
弁
大
蔵
卿

為
房
の
子
で
あ
る
。
寛
治
七

(
1
0
九
―
―
-
）
年
十
歳
に
て
得
度
し
、
康
和

五
(
―

1
0
三
）
年
勧
修
寺
権
別
当
に
補
せ
ら
れ
、
東
大
寺
准
得
業
の
宣

を
賜
わ
る
。
嘉
承
元
(
―

-
0
六
）
年
最
勝
講
の
聴
衆
と
な
り
、
天
仁
元

(―

1
0
八
）
年
十
月
四
日
大
僧
都
厳
覚
よ
り
伝
法
灌
頂
を
受
け
る
。
天

永
元
(
-
―

1

0
)
年
勧
修
寺
別
当
に
任
し
、
永
久
元
(
-
―
―
―
―
-
）
年

東
寺
に
入
り
、
そ
の
後
、
維
摩
会
•
最
勝
会
講
師
を
勤
め
る
。
保
安
二
（

―
―
ニ
―
)
年
厳
覚
よ
り
、
小
野
流
の
極
秘
を
受
け
、
勧
修
寺
七
代
の
長

吏
と
な
る
。
大
治
元
(
-
―
二
六
）
年
元
興
寺
別
当
を
兼
ね
、
長
承
―
―
-
（

―
一
三
四
）
年
権
少
僧
都
、
永
治
二
（
―
-
四
二
）
年
准
長
者
の
宜
を
賜

わ
る
。
久
安
元
（
―
-
四
五
）
年
十
月
東
寺
三
十
九
代
の
長
者
と
な
り
、

二
年
正
月
法
務
を
兼
ね
、
三
年
正
月
東
大
寺
別
当
に
任
ず
。
六
年
安
祥
寺

寺
務
を
兼
ね
る
。
仁
平
三
（
―
-
五
三
）
年
三
月
七
日
寂
す
、
七
十
歳
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
寛
信
は
、
僧
侶
と
し
て
の
栄
達
を
極
め
、
華
々
し
い
活

二
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
に
つ
い
て

躍
を
遂
げ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
生
涯
は
終
始
安
泰
で
あ
っ
た
か
の
よ
う

に
も
思
わ
れ
る
が
、
細
か
く
見
れ
ば
、

①
今
夜

iI於
途
中
四
条
室
町
為
悪
人
被
射
之
、
乗
車
逃
脱
畢
、

於
我
身
元
事
、
童
子
下
法
師
多
被
疵
云
々
、

（
中
右
記
、
大
治
四
年
問
七
月
二
十
五
日
）

②
別
当
被
申
云
、
一
夜
逢
釦
卸
団
劇
、
刃
傷
犯
人
尋
掴
畢
、
是
下
法
師

原
所
為
也
、
在
寛
信
之
下
法
師
妻
相
通
之
間
之
所
為
云
々
、
已
承
伏

畢
、
同
類
等
今
日
掴
取
也
、
（
同
、
二
十
八
日
）

③
仁
和
寺
僧
綱
法
印
世
豪
、
法
眼
寛
一
、
法
橋
定
深
被
附
検
非
違
使
一
―
―

人
、
依
勧
修
寺
法
務
寛
信
訴
、
左
府
被
申
行
云
々
、
御
座
井
五
宮
殊

令
欝
歎
給
云
々
、
仁
和
寺
中
被
入
使
庁
使
事
、
未
曾
有
云
々
、

（
兵
範
記
、
仁
平
二
年
六
月
七
日
）

④
御
堂
御
八
講
、
法
務
寛
信
為
聴
聞
竪
義
裏
頭
参
入
居
仏
壇
、
雖
有
好

道
之
美
非
元
軽
々
之
難
、
（
台
記
、
仁
平
二
年
十
二
月
一
日
）

の
よ
う
な
記
事
も
見
出
さ
れ
、
時
に
身
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
時
に
人
の

そ
し
り
を
免
れ
な
い
こ
と
も
行
な
っ
て
き
た
ら
し
い
人
物
で
あ
る
こ
と
は

注
意
し
て
お
き
た
い
。

寛
信
は
、
ま
た
、
多
く
の
著
述
を
な
し
、
類
秘
紗
六
巻
・
視
聴
~
一
巻

・
類
顕
紗
・
真
言
集
一
巻
・
伝
受
集
四
巻
・
肝
要
紗
二
巻
・
法
則
集
一
帖

．
灌
頂
日
記
一
帖
・
拝
堂
式
一
帖
な
ど
枚
挙
に
遍
な
い
。
付
法
弟
子
に
、

念
範
・
行
海
・
明
海
・
淳
寛
・
寛
縁
・
寛
照
・
仁
済
等
が
お
り
、
後
進
の

育
成
に
も
勤
め
た
。
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―
行
海
闇
梨

下
念
範

ー
明
海
・
左
府
已
講

丁
寛
照
（
昭
・
紹
）
闇
梨

|
寛
縁（

醍
醐
寺
本
灌
頂
師
資
相
承
血
脈
に
よ
る
）

―
―
-
、
寛
信
の
表
白
文
作
成
活
動

勧
修
寺
法
務
寛
信
が
、
い
つ
頃
か
ら
表
白
文
の
作
成
に
着
手
し
た
か
審

で
は
な
い
。
今
、
伝
存
す
る
作
品
の
う
ち
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
を
示
せ

ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
「
表
白
」
の
題
を
有
す
る
も
の
に
留
め
、

嘆
徳
・
返
答
・
教
誡
・
銘
文
等
は
除
外
し
た
。

I
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
文
（
注
3
)

1
、
東
寺
御
影
供
導
師
表
白

(
2
、
保
延
五
年
三
月
廿
一
日
）

2
、
金
剛
行
法
表
白

(
4
)

3
、
東
寺
灌
頂
大
阿
闇
梨
一
一
一
摩
耶
戒
表
白

(
7
)

4
、
寛
紹
之
伝
法
灌
頂
之
時
大
阿
闇
梨
表
白

(15
、
保
延
六
年
五
月
七
日
）

成
尊
ー
—
範
俊
ー
|
厳
覚
宗
意
律
師[

m
m

しロ
5
、
愛
染
王
護
摩
表
白

(41)

6
、
宗
意
律
師
一
切
経
供
養
表
白

(58
、
永
治
元
＼
久
安
四
年
）

7
、
歓
喜
光
院
皇
后
宮
御
八
講
開
白
講
師
表
白

(61
、
久
安
二
年
十
月
四
日
）

8
、
左
府
已
講
維
摩
会
精
鶉
表
白

(62)

9
、
維
摩
会
表
白

(63
、
保
延
二
年
）

10
、
左
問
者
講
法
成
寺
竪
義
表
白

(65)

11
、
後
七
日
御
修
法
表
白

(67
、
永
治
二
年
正
月
八
日
）

12
、
源
運
闇
梨
上
醍
醐
尊
師
忌
日
表
白

(71)

II
、
『
醍
醐
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
文
（
注
4
)

1
、
愛
染
王
護
摩
表
白

(
2
、
I
5
と
同
文
）

2
、
日
向
寺
通
憲
堂
供
養
表
白

(23)

3
、
東
寺
灌
頂
大
阿
闇
梨
三
摩
耶
戒
表
白

(32
、
I
3
と
同
文
）

4
、
後
七
日
御
修
法
表
白

(35‘

ー

11
と
同
文
）

5
、
源
運
闇
梨
上
醍
醐
尊
師
忌
日
表
白

(43‘

ー

12
と
同
文
）

m、
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
所
収
の
表
白
文
（
注
5
)

1
、
東
寺
灌
頂
三
昧
耶
戒
表
白
（
巻
一
）

2
、
東
寺
灌
頂
初
夜
表
白
（
巻
一
）

3
、
寛
紹
伝
法
灌
頂
初
夜
表
白
（
巻
一
、

I
4
と
同
文
）

4
、
東
寺
灌
頂
誦
経
導
師
表
白
（
巻
二
）

5
、
鳥
羽
炎
魔
堂
供
養
表
白

（
巻
四
、
保
延
六
年
十
二
月
十
二
日
、

I
I
(
2
1
)
と
同
文
）

6
、
花
園
左
大
臣
堂
供
養
表
白
（
巻
四
、

I
I
(
2
2
)
）
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7
、
美
作
守
顕
能
法
住
寺
堂
供
養
表
白
（
巻
四
、

I
l
(
2
5
)
）

8
、
美
作
前
司
為
妄
雲
林
院
堂
供
養
表
白
（
巻
四
）

9
、
皇
太
后
宮
興
福
寺
御
堂
鎮
壇
表
白
（
巻
四
）

10
、
一
品
宮
御
逆
修
表
白
（
巻
五
）

11
、
後
七
日
御
修
法
表
白
（
巻
六
、

I
l
l
.
I
l
4
と
同
文
）

12
、
東
寺
灌
頂
後
朝
供
養
法
表
白

（
巻
六
、
保
延
四
年
十
月
二
十
九
日
、

I
(
1
0
)
と
同
文
）

13
、
上
醍
醐
尊
師
忌
日
理
趣
三
昧
表
白
（
巻
七
）

14
、
鳥
羽
院
愛
染
王
御
念
誦
表
白
（
巻
七
）

15
、
東
寺
御
影
供
導
師
表
白
（
巻
八
）

16
、
円
宗
寺
御
幸
御
誦
経
導
師
表
白
（
巻
八
）

17
、
東
寺
誦
経
導
師
表
白
（
巻
八
）

18
、
御
斎
会
問
者
表
白
（
巻
十
）

19
、
最
勝
講
講
師
表
白
（
巻
十
一
）

W
、
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
（
注
6
)

1
、
寛
縁
已
講
伝
法
灌
頂
大
阿
闇
梨
初
夜
表
白
（
巻
一
）

＞
、
『
覚
禅
抄
』

1
、
仁
王
経
表
白
（
巻
第
十
九
）

2
、
法
華
経
表
白
（
巻
第
二
十
）

3
、
延
命
法
表
白
（
巻
第
五
十
二
、
長
承
二
年
二
月
二
十
三
日
）

VI
、
『
伝
受
類
集
紗
』
裏
書

1
、
北
斗
供
表
白
（
巻
第
十
三
、
天
承
元
年
）

2
、
後
七
日
御
修
法
表
白
（
巻
第
十
九
‘
ー

11
と
同
文
）

こ
れ
ら
を
通
覧
し
て
、
灌
頂
・
修
法
・
御
八
講
・
維
摩
会
に
係
わ
る
表

白
文
の
多
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

m
.
wの
諸
篇
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
調
査
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
作
成

年
次
を
確
定
し
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、I
.
I
I
.
V
•
V
Iにつ
い
て

は
、
最
も
古
い
も
の
は
、
北
斗
供
表
白

(
V
I
1
)
の
天
承
元
(
-
―
-
=
-
）

年
で
、
新
し
い
作
は
、
歓
喜
光
院
皇
后
宮
御
八
講
開
白
講
師
表
白

(
I
6
1
)

の
久
安
二
（
―
-
四
六
）
年
で
あ
っ
て
、
保
延

S
久
安
年
間
の
作
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
即
ち
、
寛
信
は
、
少
な
く
と
も
四
十
九
歳
に
は
表
白

文
を
作
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
寛
信
の
文
学
的
資
質
・
環
境

寛
信
は
、
表
白
文
の
述
作
に
必
要
な
漢
文
学
の
知
識
や
作
文
の
術
を
如

何
に
し
て
修
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
永
昌
記
』
天
永
二
(
-
―
―
-
)
年
三
月
七
日
に
、

〇
雨
時
瀾
、
参
勧
修
寺
、
先
於
東
園
堂
供
燈
明
、
以
賢
清
為
導
師
、
学

生
相
伴
、
為
見
花
也
、
連
句
之
後
余
興
不
尽
、
賦
一
絶
、
寛
信
闇
梨

加
一
首
、
顕
密
兼
学
又
兼
文
章
耳
、

と
あ
り
、
彼
の
文
章
の
オ
を
賞
賛
す
る
記
事
が
見
出
せ
る
。

彼
の
表
白
文
作
成
は
‘
―
つ
に
法
統
・
血
脈
の
上
で
師
よ
り
学
ん
だ
可

能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
所
、
師
の
厳
覚
に
表
苫
I

文

の
述
作
の
確
認
さ
れ
な
い
こ
と
、
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
脊
苫
I

文

の
作
者
は
寛
信
が
中
心
を
占
め
て
い
て
、
他
は
彼
と
同
等
も
し
く
は
そ
の
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J

の
藤
原
北
家
の
庶
流
高
藤
流
の
人
々
を
「
勧
修
寺
一
流
」

~ 
寛親朝長顕為
信隆隆隆隆隆

I rl 
朝 顕顕
方長頼

弟
子
筋
の
作
で
あ
っ
て
彼
よ
り
遡
れ
な
い
こ
と
、
仁
和
寺
ゆ
か
り
の
大
規

模
な
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
に
お
い
て
も
、
寛
信
の
作
を
よ
く
取
上
げ
て

い
て
、
重
く
扱
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
法
統
上
、
表
白
文
作
成
に
お

い
て
は
寛
信
を
そ
の
始
と
す
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
前
に
遡
る
こ
と

は
難
し
い
よ
う
で
あ
る
（
注
7
)
。

さ
す
れ
ば
、
第
二
の
可
能
性
と
し
て
、
親
族
・
血
族
の
上
で
の
ゆ
か
り

を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
か
の
安
居
院
の
澄
憲
も
、
表
白
文
作
者

と
し
て
あ
ま
り
に
も
著
名
で
あ
る
が
、
彼
は
、
藤
原
通
憲
（
信
西
）
の
第

七
子
で
あ
り
、
そ
の
家
は
代
々
南
家
の
儒
学
を
継
い
で
い
た
の
で
あ
っ
た

（
注
8
)
。

寛
信
は
、
先
述
の
ご
と
く
、
勧
修
寺
贈
太
政
大
臣
高
藤
の
八
世
参
議
右

大
弁
大
蔵
卿
為
房
の
息
で
あ
る
。
門
流
の
凡
そ
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ

る。

高
藤
1
定
方
ー
ー
隆
光
ー
ー
隆
方
ー
—
為
房
ー
—

（
尊
卑
分
脈
に
よ
る
）

（
永
昌
記
）

と
か
「
勧
修
寺
輩
」
（
玉
葉
）
な
ど
と
呼
称
し
て
い
た
が
、
こ
の
呼
称
は
、

一
門
の
氏
寺
的
存
在
と
な
っ
て
い
た
勧
修
寺
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
勧
修
寺
を
一
門
結
合
の
精
神
的
紐
帯
と
し
て
一
門
も
自
ら

を
「
氏
人
」
（
為
房
卿
記
・
永
昌
記
）
と
意
識
し
て
い
た
。
為
房
の
子
勧

修
寺
法
務
寛
信
も
、
同
門
を
意
識
し
、
家
門
の
興
隆
を
願
っ
た
か
と
思
わ

れ
る
。父

為
房
は
、
蔵
人
と
し
て
は
、
後
三
条
天
皇
の
御
代
の
六
位
蔵
人
を
始

め
と
し
て
、
白
河
・
堀
河
朝
の
五
位
蔵
人
、
鳥
羽
朝
の
蔵
人
頭
と
四
朝
の

側
近
に
歴
任
し
、
終
に
天
永
二
年
参
議
に
昇
進
し
た
。
ま
た
、
院
司
と
し

て
も
後
三
条
院
の
判
官
代
に
登
用
さ
れ
た
の
を
始
め
、
白
河
院
中
に
於
い

て
は
別
当
と
し
て
活
躍
す
る
一
方
、
師
実
・
師
通
二
代
の
摂
関
家
家
司
も

勤
め
て
い
る
（
注
9
)
。

か
く
て
、
一
家
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
、
息
男
か
ら
為
隆
・
顕
隆
•
朝
隆

・
親
隆
の
四
人
の
公
卿
を
輩
出
し
、
以
下
の
氏
長
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
弁

官
・
蔵
人
を
経
て
公
卿
に
列
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。

為
房
一
門
の
活
動
の
主
要
は
2

弁
官
及
び
そ
れ
と
密
接
に
関
連
す
る
蔵

人
で
あ
っ
た
。
弁
官
は
、
太
政
官
内
の
庶
務
は
も
と
よ
り
、
太
政
官
と
諸

官
省
・
諸
国
と
の
間
の
連
絡
・
命
令
伝
達
・
申
請
受
理
等
の
多
方
面
の
実

務
を
執
り
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
太
政
官
符
以
下
の
公
文
の
作
成
考
勘
に
も

当
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
地
位
は
事
務
処
理
の
能
力
と
文
案
考

勘
の
オ
を
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
注
10)
。

而
し
て
、
寛
信
周
辺
の
人
物
を
見
渡
せ
ば
、

父
為
房
(
1
0四
六
ー
―
―
―
五
•
六
十
七
歳
）
に
は
、
為
房
卿
記
を
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は
じ
め
凶
事
記
・
撰
集
秘
記
・
東
大
寺
並
東
寺
款
状
・
康
和
五
年
立
太
子

記
な
ど
の
著
作
が
あ
る
。
一
男
為
隆
(
1
0六
九
ー
―
一
三
0
•
六
十
一

歳
）
に
は
、
永
昌
記
・
職
掌
部
類
が
あ
り
、
二
男
顕
隆

(
1
0
七一

l
-

―
二
九
・
五
十
八
歳
）
に
は
、
顕
隆
卿
記
が
あ
り
、
六
男
朝
隆

(
1
0
九

六
l
-
―
五
九
・
六
十
三
歳
）
は
、
能
書
（
尊
卑
分
脈
）
と
し
て
知
ら
れ
、

朝
隆
卿
記
を
は
じ
め
と
し
て
久
寿
改
元
定
記
・
恒
例
諸
公
事
御
装
束
差
図

・
仙
洞
年
中
行
事
・
待
賢
門
院
御
出
家
記
・
鳥
羽
法
皇
御
八
講
記
な
ど
が

知
ら
れ
て
い
る
。
寛
信
は
、
二
男
顕
隆

(
1
0
七―

A
延久一―
1
>年
生
）

の
出
生
年
と
こ
の
六
男
朝
隆

(
1
0
九
六
＾
永
長
元
＞
年
生
）
の
そ
れ
と

の
間
に
誕
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
勧
修
寺
流
為
房
一
族
は
、
所
謂
博
士
家
の
学
者
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
が
、
総
じ
て
文
筆
の
オ
あ
り
日
記
を
は
じ
め
多
く
の
記
録

的
著
述
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

父
為
房
は
、

〇
陶
潜
五
柳
芳
瓢
雪
孫
綽
一
松
不
識
春
（
『
和
漢
兼
作
集
』
巻
第
一

門

前

花

樹

多

）

．

の
詩
を
詠
じ
、
兄
の
為
隆
も
、
『
中
右
記
部
類
紙
背
』
や
『
和
漢
兼
作
集
』

に
漢
詩
を
残
し
て
い
る
。
同
じ
く
兄
の
顕
隆
は
、
『
朝
野
群
載
』
巻
第
一
―
―

（
文
筆
下
・
都
状
）
に
「
泰
山
府
君
都
状
」
（
永
久
二
年
十
一
月
廿
三
日
）

と
同
巻
十
一
（
延
尉
・
赦
免
宣
旨
）
に
「
堀
河
天
皇
大
赦
天
下
敷
」
（
康

和
四
年
七
月
廿
一
日
）
を
残
し
、
弟
の
朝
隆
や
親
隆
も
、
『
和
漢
兼
作
集
』

に
数
篇
の
漢
詩
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
漢
文
学
の
述
作
も
見
出
せ

る
の
で
あ
る
。

【注】

(
1
)
築
島
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一

今
の
所
、
記
録
類
よ
り
寛
信
の
漢
文
学
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経

緯
を
伝
え
た
り
、
誰
に
教
わ
っ
た
か
と
い
う
記
事
は
見
出
し
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
の
文

オ
は
、
法
統
上
の
師
よ
り
伝
授
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
勧
修
寺
流
為
房
一

門
の
文
学
的
資
質
を
継
ぎ
、
そ
の
環
境
に
よ
り
は
ぐ
く
ま
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

以
上
、
勧
修
寺
法
務
寛
信
の
表
白
文
作
成
活
動
を
踏
ま
え
、
何
故
彼
が

作
文
に
着
手
す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
と
い
う
問
題
に
迫
る
べ
く
、
彼
の
法

統
・
親
族
の
環
境
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
し
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
彼
の
文
オ
は
、
法
統
上
の
師
匠
よ
り
学
ん
だ
も
の
と
い
う
よ
り
は
、

藤
原
通
憲
の
子
澄
憲
の
如
く
、
親
族
一
門
よ
り
培
わ
れ
た
可
能
性
の
高
い

こ
と
が
判
明
し
た
。
平
安
末
中
流
貴
族
の
子
息
の
中
に
は
、
仏
門
に
入
り

僧
侶
と
な
る
者
が
お
り
、
寛
信
も
澄
憲
も
そ
う
い
う
人
物
達
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

今
後
は
、
彼
に
も
ゆ
か
り
あ
る
仁
和
寺
の
中
御
室
や
北
院
御
室
（
守
覚

法
親
王
）
の
活
動
に
も
目
を
向
け
、
さ
ら
に
、
寛
信
や
守
覚
を
取
り
巻
く

弟
子
筋
の
僧
侶
の
活
動
に
つ
い
て
も
考
え
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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冊
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
所
収
、
昭
52
、
東
京
大
学
出
版

会
）
。

(
2
)
櫛
田
良
洪
『
真
言
密
教
成
立
過
程
の
研
究
』
（
昭
39
、
山
喜
房
仏

書
林
）

速
水
侑
『
平
安
貴
族
社
会
と
仏
教
』
（
昭
50
、
吉
川
弘
文
館
）

『
増
訂
日
本
仏
家
人
名
辞
書
』
（
東
京
美
術
）
＾
寛
信
＞
の
項

『
顆
馴
密
教
大
辞
典
』
（
法
蔵
館
）
＾
寛
信
＞
の
項

(
3
)
注

(
1
)
文
献

山
本
真
吾
「
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
収
の
表
白
の
文
体
」
（
『

鎌
倉
時
代
語
研
究
』

9
、
昭
6
1
.
5
)

(
4
)
築
島
裕
「
醍
醐
寺
本
表
白
集
に
つ
い
て
」
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究

所
『
研
究
紀
要
』

6
、
昭
59)

(
5
)
山
本
真
吾
「
京
都
女
子
大
学
蔵
表
白
集
解
説
並
び
に
影
印
」
（
『

鎌
倉
時
代
語
研
究
』

10
、
昭
6
2
.
5
)

牧
野
和
夫
「
鎌
倉
初
•
前
期
成
立
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
伝
本
の

基
礎
的
調
査
と
そ
の
周
辺

(
1
)
・
「
類
緊
」
と
い
う
こ
と
」
（

『
実
践
国
文
学
』

35
、
平
成
元
・

3
)

(
6
)
牧
野
和
夫
「
仲
範
撰
述
の
一
書
『
持
犯
要
記
俗
書
勘
文
抄
』
ー
紹

介
と
翻
刻
、
附
二
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
目
録
一
覧
等
ー
」
（
『

実
践
国
文
学
』

42
、
平
成
4
.
9
)

(
7
)
但
し
、
十
二
巻
本
『
表
白
集
』
に
は
、
寛
信
と
ほ
ぽ
同
時
期
の
「

鳥
羽
證
金
剛
院
供
養
表
白
」
（
巻
四
・
康
和
三
＾
―

1
0
1
>年

三
月
廿
九
日
）
を
成
し
た
中
御
室
（
覚
行
法
親
王
）
や
、
「
故
御

[
本
学
教
官
]

室
八
万
四
千
基
泥
塔
供
養
表
白
」
（
同
、
仁
安
四
＾
―
-
六
九
＞

年
二
月
廿
二
日
）
の
作
者
勝
賢
の
名
が
見
え
て
お
り
、
彼
ら
と
寛

信
と
の
関
係
は
、
更
に
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
8
)
山
岸
徳
平
「
澄
憲
と
そ
の
作
品
ー
作
文
集
を
中
心
と
し
て
ー
」
（

『
日
本
語
学
研
究
報
告
』
特
輯
六
篇
・
国
語
国
文
学
、
昭
17.11

(
9
)
橋
本
義
彦
『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
第
三
部
勧
修
寺
流
藤
原
氏

の
形
成
と
そ
の
性
格
一
そ
の
出
自

s-―
-
「
家
風
」
の
形
成
（
昭
51

、
吉
川
弘
文
館
）

(10)
注

(
9
)
文
献
四
そ
の
性
格
（
一
）
ー
公
的
立
場
に
於
け
る
ー

【
附
記
】

本
稿
の
問
題
と
し
た
処
は
、
稲
賀
敬
二
先
生
、
橋
本
初
子
氏
よ
り
示
唆

を
得
て
調
査
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。
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